
総称文に関する覚え書き

福澤清

０．はじめに

本論は，一般に総称文(GenericSentenCes)と呼ばれる文の特質を些かな

りとも明確にしようという試みてある。伝統文法において，特に,Jespersen

では(1)のような総称に関する用語が使用されている。

(1)agenericarticle（Jespersen，1924：203；1933：１６６－７；1909-49：ｖｏＬ７：

-424-5.）

ｂ・genericnumber（1924：203-5；1933：212-4；1909-49：vol､1.2.131-5.）

cgenericperson（1924：142-3,161,167,204,215-7；1933：１５０－１；1909-49：
ｖｏＬ７：152-62.）

ｄｇｅｎｅｒｉｃｔｉｍｅ（1924：259,279-81；1909-49：VOL4.17-8,74,366-7.）

ここで注目したいのは，不思議なことではあるが，「総称文」の定義がな

されていない，ということである。このことは，筆者の知る限り，他の伝統

文法学者や構造言語学者，そして今日の生成変形文法学者についても同様で

ある。

具体例をみていくことにしよう。

[Dahl，1975］Ｔｈｅｓ"〃ｒｉｓｅｓｉｎｔｈｅｅａｓｔ、

Ｔｈｅ○ｶヵ尺！"eγflowsintotheMississippi．

Ｒo腕estandsontheRiverTiber．
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(2)の各主語名詞句は，唯一無二といわれる指示物をもつ名詞句，固有名詞

(句)てある。一般に，総称名詞句とは，「いわゆる馬というものは…」とい

う日本語に示されるように，動植物などの種類・種族のクラスを総称して述

べるものである。が，大事なことは，当該クラスを構成する個々の成員は，

各々，異なり，その指示物は非特定的である，ということである。(2)のよ
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うな文は，たしかに，いわゆる総称時をもっている点で，総称的ではある

が，その主語名詞句は指示的に透明な指示物をもち特定的なので総称名詞句

ではないことになる。

同様に，総称名詞句ではない，主語名詞句の一般的特性を述べている(3)

のような文もある。

lV2〃jbcｺﾞﾛgchasescars、

ＤＢ〃eγwalkstoschool．

〃ん〃smokescigars・

Ｉｗｒｉｔｅｗｉｔｈｍｙｌｅｆｔｈａｎｄ

(3)ａ．

ｂ、

Ｃ、

。． [Dahl,1975］

(3)の主語名詞句は，(2)と異なり，個別的で一般性の度合いが低い。このこ

とは文のトピックになりにくい，ということを含意する。総称名詞句は，通

例，既知項目で旧情報を示すことを考えると，(3)より(2)の方が総称名詞句

に近い，といえよう。

さらに，主語名詞句は総称的ではないが，一般的真理を表わすものとし

て(4)のような文が挙げられる。

Sｍｏｅね""is6uzﾉZsservebetterthanothers． ［Fiengo，1980：４９］

Ｓｂ"０２〃ノルなｓｍｅｌＬ

Ｆｇ２ｕ〃”たｓｗｉｍ．

(4)ａ

ｂ

ｃ．

特に，(4)ａはｓｏｍｅとothersという語が対比されているため，結局，テニ

スポール全体に言及していることになるが，依然として，その一部の特性を

述べていることにかわりはなく，存在構文の一種と見徹すべきである。

以上のことから，本稿で総称文というとき，（特定の)個別主語についての

習`償的・反復的動作を示す文や，一般的ではない個別主語についての定義

文・規範文(gnomicsentences)，さらに，それについての一般的真理を表わ

す文などは,総称文から除外することにする。もっと簡潔にいうなら，「総称

文とは，総称主語名詞句についての一般的特性を表わす文」ということにな

る。しかし，このことは，総称名詞句が統語的にどの位置にも生起しうる可

能性を排除するものではない。例えば，(5)の文のthebeaverは総称名詞句

となりえても文全体では総称文ではないということである。

(5)Ｊｏｈｎｉｓｗｒｉｔｉｎｇａｎａｒｔｉｃｌｅｏｎ肋e6ezzzﾉe汎
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1．トピック性

総称名詞句は,(5)が示すように,統語的にどの位置にも生起しうるが，

もっともよく生ずる位置は文頭である。これは，総称名詞句が，通例，既知

項目で旧情報を表わすからである。つまり，総称名詞句の記述内容の一般性

はきわめて高いので，文のテーマづけを担う文頭とよく整合するのである。

動詞が心的態度や状態(mentalattitudes/state)を表わす場合を除けば，目

的語の位置は，通例，総称的ではない，という事実がある。しかしながら，

このような目的語も話題化変形をうけて文頭に生ずると総称的になる。

(6)ａ．

ｂ，

、

。．

Robinsbuild〃esだ．

The/amousefears“た．

Bbzzひe活peopleseldomeatd・

Ｔｈｅ/a6ezz"eγpeopleseldomeatd．

[－universal］

[＋universal］

[＋universal］

[＋universal］

ただし，(6)ａの目的語は総称的でなくても，文全体としては総称文である，

ことには注意すべきである。なぜかというと，主語が総称的で述語がその主

語名詞句についての一般的特性を表わしているからである。

このトピックという観点からみると，次の(7)の文でイタリック体の目的

語名詞句が総称的であるのも文頭の位置に生起しているためと考えられる。

(7)ａ・Ｗｈｙｄｏｙｏｕｗａｎｔｉｔｉｎｍｏｎｅｙｒａｔｈｅｒｔｈａ、goods？

ｂ，jMb"Ｑｙｌｃａｎｈｉｄｅｄ，ｇＤｏｃｊｓＩｃａｎ'Ⅲ．

２総称的文脈

トピックということに加えて，総称的文脈というものが総称文の決定に関

与することを指摘したい。総称名詞句は，異なる個々の成員からなるあるひ

とつの集合を包括的に表わすが,その個々のメンバーは非特定的である。この

点において総称名詞句は，指示的に不透明(referentiallyopaque)というこ

とができよう。以下，この不透明な指示を生みだす言語的環境を「総称的文

脈(genericcontext)」と呼ぶことにする。そうすると，個別主語からなる

(2)ａ,ｂ,ｃのthesun,theOhioRiverなどは，指示的に透明であり，さら

に，その中に異なる非特定的な成員をも含んでいないので総称名詞句とは異
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なることが明確になる。総称名詞句が指示的に不透明であることは，それが，

条件節を形成するifや指示的に不透明なａｎｙを用いてよくパラフレーズで

きるという事実によっ 証拠づけられよう。
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、 Ａ〃α66”"jbz幼〃ends period．

〃therearecz〃Suchthingsasabbreviations,they沈獅endinperiodS．

文副詞も総称的文脈に関与することがある。

(9)ｉ）ａ・Ge7Zeｱzz蛾ｚｚ６ｅｄｚ"eγisintelligentwhenithasblueeyes．

ｂ､？Ａ６“γｉｓ解"e?zzJ(yintelligentwhenithasblueeyes・

ｉｉ）ａ．α,ZemJlbl6az活areintelligentwhentheyhaveblueeyes・

ｂＢｂｍｓａｒｅｇｇ"e”ﾉlIyintelligentwhentheyhaveblueeyes．

(9)i)ａのように，不定冠詞による主語名詞句が文副詞generallyの作用域内

にあれば総称的解釈になるが，ｂのようにその影響をうけなければこの解釈

は得られにくくなる。しかし，ゼロ複数名詞句はgenerallyの位置にかかわ

らず総称的である）ことには注意すべきである。ただし，

Ｍｚ畑ＯｅｓａｒｅｏｎｌｙｏｎｅｂｒａｎｃｈｏｆｔｈｅServices．

Sｼｲdjb"lbl”伽esburstintotheroomandsurroundedthecompany．

(10）ａ．

ｂ、

(10)ｂが示すように，瞬時的一回きりの出来事を示すSuddenlyなどは，全般

的な意味をもつgenerallyなどのような文副詞とは異なり，総称的解釈を与

えない。それが主語名詞句に特定的解釈を与えることになるからである。さ

らに総称的文脈は，代名詞の性質や時制によっても左右されることがある。

(11）ａ．＊Expensiveasbutterz(ﾉﾙzjbﾉlI6oz4gⅦ0/郷伽勿２《Ⅱ[zsbitturnedrancid．
●

ｂ、Expensiveasbutterz(ﾉﾙ允ルｏ"ｅ仇帆０〃ﾙﾉﾋｵ噸isbitusuallyturnsrancid

既に述べたように，「総称文は，総称主語名詞句についての瞬時的その場

不定名詞句とgenerallyによる総称性についての相互作用は,seldom,alwaysなどの場

合，それが占める文中の位置にかかわらず，観察されない。

a、ＡＣﾉb烟ｉｓｓｅ励籾happywhen/ifhisparentsaredivorced

b、ＡｄＱｇｉｓｚｚ伽噸intelligentWhen/ｉｆｉｔｈａｓｂｌｕｅｅｙｅｓ．
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限りの事象ではなく，繰り返し行なわれる一般的事象を表わす文」である。こ

のことは総称文の内容が，ある一定の永続性をもつということで，科学など

における予測可能な性質をもつ可能世界の事象をも表わすことになり，いわ

ゆる真理文との類似性もこのようにして生じてくる。このことから，総称名

詞句は，発話時において必ずしも特定の指示物をもつ必要はない，ことに

なる。つまり，総称名詞句は指示的に不透明な文脈に生起しやすいのである。

Jackendoff(1972：309）の法構造（modalstructureにおける法演算子

(modaloperators)としてのＧｅｎは，彼がはっきりと述べているように，文

のどのような統語的要素を含むのか明確でない。が，我々は総称的文脈を形

成する統語的環境は何か，という方向からこの問いにアプローチしてみた

い。

3．叙述形容詞一tough構文など－

述語が総称性に関与する例として(12)を考えてみよう。（Ａ＞ＢはＡがＢ

より作用域の広いことを示す。）

(12）ａ・Ａｓｅｎａｔｏｒｉｓｚｚ癖０２`ｓｔｏｓｐｅａｋａｔｅｖｅｒｙｒａｌｌｙ．（a＞every）

ｂ，AsenatoriMiUbBb'tospeakateveryrally．（every＞a）

［1Cup,1975：169］

(12)ｂはlikelyという不透明な文脈を形成する語があるために総称的読みを

もちうるが，（12)ａのanxiousはそういう語ではないので非総称的で，この

ことが数量詞の相対的作用域の差となっている。つまり，主語名詞句が(12）

ａでは特定的であるが，ｂでは逆に非特定的である。ところでこの差異を上

昇変形(raising)を許す形容詞であるかどうかに求めることはできない。な

ぜかというと，anxiousと同じ消去(deletion)型であって上昇型ではない

sillyは，（12)のような構文で，上昇型のlikelyと同じくその主語名詞句は総

称的読みをもつからである。

(13）Asenatorissimbﾉtospeakateveryrally． （every＞a）［〃〃］

この差異は，sillyとlikelyがanxiousと異なり，いずれも文主語をとるた

めてあるように私には思われる。（14)が示すように,前者[sillyとlikely]は

ある命題についての話者の判断を表わすのに対し,後者のanxiousは，ある行
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為との関連のもとに，ある特定の人の気持ちについての話者の判断を示す。

このことは，総称文が種類６種属の一般的判断を表わすのと関連していろ。

以上のことから，総称文というのはブ極端にいえば，主語名詞句が普遍限量

詞的で広い作用域をとる場合ということになる。

ＩｔｉｓＪｆｈｅｌ１ｙｔｈａｔａｓｅｎａｔｏｒｗｉllspeakateveryrally，

Ｉｔｉｓｓｊｎ１ｙｔｈａｔａｓｅｎａｔｏｒｓｐｅａｋａteveryrally．

*Ｉｔｉｓｃｚ？zximGsthatasenatorspeaksateveryrally．

(14）ａ

ｂ

ｃ．

(15),(16)のような例からも,補文内から上昇された主語名詞句をもつ文が，

即座に総称文であると断定できないことが示される。

(15） a・Ｉｔｉｓａｄｅｌｉｇｈｔｔｏｔａｌｋｔｏｓｏｍｅｏｎｅｉｎｔeresting

b.＃Someoneinterestingwasadelighttｏｔａｌｋｔｏｄ．
c・Someoneinteresting〃0"〃be/ｉｓα伽ZjIsadelighttotalktod(atatime)．

(16） a、Ｉｔｗｏｕｌｄｂｅｅａｓｙｔｏｋｉｌｌａｍａｎ/someonewithagunlikethat．

b・＃Ａman/someonewouldbeeasytokilldwithagunlikethat．
c，Anelephant2uo"〃ｂｅｅａｓｙｔｏｋｉｌｌｄｗｉｔｈａｇｕｎｌｉｋｅｔｈａＬ

(15)ａのsomeoneinterestingは総称・非総称で暖昧である。さらに,これ

が主文の主語名詞句の位置に上昇しただけでは総称の読みはえられない。

(15)ｂのような過去時制による透明な文脈ではなく，（15)ｃのようにwould

やalwaysなどの助けを借りて指示の不透明な文脈をつくるとこの主語に総

称的読みがえられる。

(16)についてもほぼ同様なことがいえるが，ｂに総称的読みが得られにくい

のはａｍａｎやsomeoneがその固有の性質によって(non)specificにしかな

らないからである。つまり，総称的であれば。man,ｍｅｎとなるのが普通で

ありsomeoneだけでは常に非総称的である。

総称文は総称主語名詞句についての一般的命題を示すので，上記のいわゆる

tough構文は主語の一般的特性を示す点で２総称的になりやすい，といえよ

う。

２tough構文によって派生された主語名詞句がその一般的特性を表すことは，次の例が示

すように，because節の内容が玉語名詞句の一般的・永続的性質・状態に言及する必要

があることからも示される。

ｉ）Joeisimpossibletotalktobecause…
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4．中間態(MMdleVoice）

主語の客観的特性を示すものに中間態(middlevoice)，あるいは能動受動

態(activo-passive)と呼ばれる構文がある。これは，本来他動詞である動詞

の目的語名詞句を主語の位置におき，形式としては能動態のままで受動態に

相当する読みを表わす構文である。意味上,可能(can)の意味をも含むこの構

文は，広い意味で能格(ergative)表現といえよう：具体例をFiengo(1980：

49-50)などから引用するが）特に，主語名詞句の総称性に着目すると，(17)，

(18)のように分類できるものと思われる。

(17）ａ、ＣｌaytabletsdecipherwithdiHiculty．

ｂ・ＰｉｎｅｓａｗｓｗｅｌＬ

ｃ，CIayshapeswelL

dCheapbreaddicesunevenly・

e-Richestendtoaccumulate・

f-ProblemssolvewithdifTiculty．

ｇ〆Lacesteareasily．，

hCookiesbakeeasily．

ａ)…he，ｓａｓｓｔｕｂｂｏｒｎａｓａｍｕｌｅ

ｂ)..､he，ｓｏｕｔｏｆｔｏｗｎ．

ｃ)…he，ｓａａ肱vZ胸ｏｕｔｏｆｔｏｗｎ、

ｉｉ）１t，simpossibletotalktoJoebecause…
ａ)…he'ｓａｓｓｔＵｂｂｏｒｎａｓａｍｕｌｅ．

ｂ)…he，ｓｏｕｔｏｆｔｏｗｎ

ｔｏｕｇｈ構文の不定詞節に生起する間接目的語の主語への移動は，受身の場合を除き，

英語の間接目的語が，通例，移動することができないという理由で，許されないといわ

れる。

(iii）ａ．＊Ｍａｒｙｉｓｔｏｏｅａｓｙｔｏｇｉｖｅｄｓｕｃｈａｓｔｕｐｉｄｊｏｂ

ｂ．＊Johniseasy/difTiculttogivedbribery．

ｃ・＊Harrietistoughtowritedletters．

ｄ＊Ｈａｒｒｉｅｔｉｓｔｏｕｇｈｔｏｂｕｙ‘clothes．

しかし，これだけの説明では，この構文の間接目的語の移動が許されている（iv)ａや，

tough構文以外の不定詞節の間接目的語の主語への移動が許される(Ｍｂなどを説明す

ることができない。（iv)ａについていうと，「但し，間接目的語に直接目的語が直結し

て後続しない場合は，その移動は許される」，という補足が必要となる。このような事

例をtough構文が主語名詞句の一般的・恒久的特性を表わすという観点からみると，自

然に(iiiMiv)は説明されるものと思われる。

(iv）ａＭａｒｙｉｓｅａｓｙｔｏｔｅａｃｈｄ（*swimming/*mathematicsl
b・Ｍａｒｙｉｓａｐｌｅａｓｕｒｅｔｏｔｅａｃｈｄ・

ｃｆＨｅｔａｕｇｈｔＭａｒｙｓｗｉｍｍｉｎｇ/mathematics．
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Ａｐｅｒｓｏｎｗｈｏｉｓ，ntself-consciousphotographsweU・

Ａｇｏｏｄｔｅｎｔｓｐｕｔｓｕｐｉｎａｂｏｕｔｔｗｏｍｉｎｕtes

Musclesdevelopswithexercise・

Thebookreadswell/easily・

Thispinesmokesnicely・

Thebicyclesteerswell、

Ｔｈｅｃｌｏｔｈｓｈｏｗｓｗｅｌｌｉｎｔｈｅｓｕｎ・

Thispaperdoesnotteareasily・

Thedoorwon'ｔlock/close/open、

Ｔｈisknifebecomesrustyeasily．

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
．
１
．
．
Ｋ
．
ａ
。
、
ｃ
ｑ
ｄ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｇ

Ｑ
■
■
〃
〃

（〕（）
ロ
■
■
｛

、
■
｜
■
Ⅱ
、

（18)はある特定の事物について言及している点で総称的な(17)とは異な

る。が，いずれも主語の'恒久的特性を述べ，内包的(intensional)で動作とい

うより性質を表わす点では同じである。したがって，指示的に不透明な－も

っといえば総称的な－文脈を形成している，といえる。

この構文の主語名詞句は，通常の主語とは異なり，純粋な動作主(agent)を

表わさない。（19)ａを,除く各文は，明示されていない動作主の存在を含意す

るが，それは当該主語名詞句ではない，ことは明らかである。

Ｔｈｅｙｓｅｌｌｔｈｅｂｏｏｋ（well)．

Thebooksellswell/easily、

Detergentssellwell・

Theclotheswashedeasily・

Thebookssoldeasily．

●
●
●
●
●

ａ
．
●
、
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ

ｎ
Ｂ
■
〃
〃

（叩】Ｊ・
『
■
■
一

夕
■
０
８
、

３中間態が可能(can)の意味をもつことは，次のパラフレーズ関係をみると明らかであろ

う。

（i 、ItpolisheseaSily．
＝ｂｌｔｉＳＰｏｓｓめんtopolishiteasily．

＝c・Anyoneczz〃polishiteasily、
ｄＴｈｅｃｌｏｃｋｗｉｎｄｓｕｐ（＝αz〃ｂｅｗｏｕｎｄｕｐ)atthebaCk．

したがって，意味的冗長,性ということから，この構文にｃａｎは生起しにくいことにな

る。ただし，他の法助動詞は自由にこの構文に吃起しうることには注意する必要があ

る。Ｊ

（ii）ａ．＊Thisbreadczz"?ｃｕｔeasily．
ｂ・＊Thismaterialczz〃ｗａｓｈeasily．

ｃ、＊Thisbookczz""otselllikehotcakes．

（iii）ａ・ＴｈｉｓｋｎｉｆｅｄｏｅｓｎｏｔｃｕｔｗｅｌＬ
ｂ，Thisknife醜ノノｎｏｔｃｕｔ．

ｃ、Thisfibzenmeatzuo"Ybut．
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f、＊Thefloorcleanedwillingly．

(19)ａは動作主主語名詞句十行為動詞であるが，ｂはａの動作主主語名詞句

をとり除き,被動者(patient)主語名詞＋過程動詞となっている。Chafe(1970,

1974)の用語を借りれば，脱行為化(Deactivative)が生じているのである。

このことは，さらに(19)ｆが示すように，通例，動作主主語名詞句と共起し

うる意図を表わす副詞がこの構文に生起しえないことからも証拠づけられる。

しかしながら，この構文の主語名詞句が純粋な被動者でもない，ということ

には特に注意すべきである。つまり，通常の動作受動態においては動詞によ

って示される行為が主語に及ぶのに対し，この構文の主語はこのように動詞

の影響を直接受けるというのではなく，むしろ，動詞によって示される行為

を行なう能力を潜在的にもっているのである。この構文は，主語名詞句自体

が内在的にもつ固有の特性を動詞句で示し，当該主語名詞句は，ある程度，

能動的動作主として機能しているといってよい。この構文に属する(20)i)に

は，むしろ受動の意味が感じられないことからもこのことは察知されよう。

以上のことから，この構文には動作主を示すｂｙ名詞句が生起しないこと，

また，この構文の内容に対し，主語名詞句の特性以外の要因にその責任を帰

することができないために，注2-i）のような文の容認可能性の相違が生じ

ること，などが説明できるものと思われる。
●
●
●
●
●
●
●

ａ
・
ｂ
ｃ
ａ
Ｌ
Ｄ
ｃ
勺
。

、
■
■
ロ
グ

■
■
■
ロ
グ

●
●
■
△

●
●
Ⅱ
△

●
●
■
凸

已
■
■
〃
〃

（叩叩》
（、α】
〃
〃
■
Ⅱ
、 ＧｒａｓｓｇｒｏｗｓｗｅｌＬ

ＴｈｅｌａｗｎｐｌａｙｓｗｅｌＬ

ＴｈｉｓｐｉｐｅｄｏｅｓｎｏｔｄｒａｗｗｅｌＬ

Ｔｈｅｂｏｏｋdoesn'tsellrbythissalesman)．

Ｔｈｅｎｅｗｆｉａｔｓｅｌｌｓｗｅｌｌ（*bythissalesman)．

Thefabricwasheseasily（*byanexperiencedhand)．

Thismaterialwasheseasily（*byanexperiencedhand)．

この構文と総称文との関係については,すてに述べた通りであるが,この点

からもこの構文が指示的に透明な文脈に生起しえないことは明らかである。

(21） a．＊Thefirsteditionexhausted珈眺形edZys．

b・＊Caviarenevereatsαメガzﾉｇｏｔわcｿｾ．

c・＊Ｔｈｅｂｒｅａｄｃｕｔｅａｓｉｌｙｊ』es蛇減り

..?*ＴｈｅｍｕｓｉｃｈｅａｒｗｅＵａ！伽&〔zcソレｑ／肋ｅＭ/ｂ

ｅ・Ｔｈｅｂｏｏｋｗａｓｓｅｌｌ蝿/*so〃2Ｍ/αノ伽沈0腕e減
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通常の受動態の主語名詞句は中間態のそれと異なり，その潜在的能力とし

ての内在的特j性を表わしにくく，また動詞によって示される行為を直接うけ

やすいので，総称的読みが得られにくい。仮に，総称的読みが通常の受動態

の主語名詞句に与えられても，結果的には，語用論の観点から，真偽価値の

点で偽としてそれらの文は排除されることが多い。

BbZz"e応builddamS

Dtzllosarebuiltbybeavera
Ro肋zsbuildnests・

ﾊﾉbsfsarebuiltbyrobins．

●
●
●
●

ａ
・
ｂ
ａ
。
』
Ｕ
ｒ
、

｜
、
■
■
ロ
グ
Ｑ
□
｜
■
■
〃

●
●
■
△
●
●
■
△

●
●
■
△

、
■
■
ロ
グ

（皿万二】
（叩クニ】
ゴ
ロ
■
■
、 [generic］

［false］

[generic］

［false］

この構文に生起しうる動詞の制約もこの構文の主語名詞句の能格的潜在的

性質から説明できる。

*Ｔｈｅｂｏｏｋｉｓ〃ｉｎｇｌｉｋｅｉｔｇｏｉｎｇｏｕｔｏｆｓｔｙｌｅ・

Thisapplesaucewillo〃/d2igEsﾉrapidly…

*Ｔｈｅｆａｒｍｗａｇｏｎ〃/Ｚｓｉｆｗｅｈａｖｅａｈｏｒｓｅ．

*Pedestrians賊easily．

*ThebabyzuUzslzeseasily．

*Ｔｈｅｗｉｎｅｃかi"んｓ６

*Theclothesz(［zs九

Thefloorjust2uo"７clean・

Ｄｏｅｓｈｅｃｊｆｓｃｏ"、9℃easily？

Ｔｈｅｂａｂｙ６ｃｚ肋eseasily・

Ａｂａｂｙ２ｕａshesmoreeasilythananarmadillo．

［vanOosten，1977］

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ａ
・
・
，
ｃ
勺
。
ｅ
ａ
。
、
ａ
。
Ｄ
・
ｃ
ｄ
ｄ

ｎ
ｕ
■
ロ
グ

Ｑ
ｎ
Ｂ
Ｊ
夕
、
■
曰
〃
夕

●
●
■
△

●
●
■
凸
０
●
ｑ
Ⅱ
△

●
●
■
■
●
●
■
ａ

●
■
■
ａ

、
■
■
〃
夕

（五『四）
（四コ二】
ク
ロ
■
Ⅱ
、

つまり，（23)ｉの動詞は，digestを除き，主語名詞句の潜在的能力ともいう

べき特性ではなく，それとは異なる動作主名詞句の関与を強く意識させる点

で，能格的ではない。したがって，（23)i)の動詞のほとんどがこの構文に生

起できないのである。

またこの構文にはよく否定辞や様態副詞が生ずるが，その存在は統語的に

決定されるのではなく，自明なことは情報価値がないので情報量のある内容

を伝達すべし，という会話の公準ともいうべき語用論的要因によって決定さ

れるものと思われろ。この観点から(23)のii)とiii)の容認可能性の差が説

明される。このことは，これらが名詞を限定修飾する(24)ii)のような場合

にも適用される。



福沢精4４

Thispipesmokes＊(well)．

Rugscleans．(well)．

Eggspoach（well）

ａ＊(frequently）ｓｍｏｋｅｄｐｉｐｅ

ａ＊(well-)cleanedrug

(well-)poachedeggs

(24）、ａ

ｂ

ｃ・

ｉＤａ・

ｂ

Ｃ．

[Fiengo，1980］

この中間態に生起する動詞は，少なくともｋｎｏｗ,want,see,hear,hope，

resembleのような状態動詞ではない，ことを示唆する証拠がある。

Fraser(1974：１１)の指摘によると，状態動詞は不変化詞と結合しない。

(hearoutは命令文に生ずることができるので状態動詞ではない｡）が，この

構文に生起しうる動詞にいわゆる二語動詞からなる一群がある。Kennedy

(1967:２７)にその用例がある：

Abillノ29"'盗妙toacertainamount・

Ｄｉｒｔｏｎａｇａｒｍｅｎｔｗｉｌｌ６γ７４s〃/c/Czz"/７ｗ６ｑＺ７：
Freshbonewillg7qi'@．”easily・

Ａｐｉｅｃｅｏｆｃｌｏｔｈｗｉｌｌｌｌ０ｚｚｈｃ幼nicely・

Asleepingpersonwilllw4se噸
Ａｃｌｏｃｋ”"｡ｓ”easily、

Materialzuo胸”ｗｅｌＬ

Ａｃｈａｉｒノb姑”・

Schoolぬたｏ雌

Ａｐｌａｎｍりうｉｈｓｏ"ノwell．

●
今
●
●
●
●
●
●
●
●
●

（
（
』
。
【
叩
）
（
□
）
。
．
【
曲
》
（
Ｆ
）
Ｐ
Ｃ
■
△
（
）
（
一
．
院
叩
』
●
●
■
Ｌ
●
●
■
■
ヴ

ロ
Ⅱ
■
日
夕

Ｆ局田》
（叩巫】
〃
一
口
■
ｕ
、

前にこの構文に用いられる動詞は他動詞の自動詞化されたものであると述

べたが，その証拠として当該動詞に接頭辞out-を付加できることをあげた

い：

』（25)に用いられているｕｐは，completive，perfectiveなどと呼ばれ，（Fraser，1974：

１１)，他に，ｃａｋｅｕｐ,ｃｌｏｇｕｐ,ｃｏｏｋｕｐ,ｄｅｎｔｕｐ,ｋｉｎｄｕｐ,scuffup,ｓｔｒｅａｋｕｐ等が

ある。状態動詞が能動受動文に'上起しないという予測は，次の例によって確証される。

ａ．＊Thesepeopleノi)bceasily． ．．＊Ｈｉｓvoice〃emzfwelL

b．＊Ｔｈｅｍａｎル"02(ＡｓｗｅｌＬｅ．＊BeautifulgirlMOzﾉｅｗｅｌＬ
ｃ．＊Starsseewellatnight、

５不変化詞が付加されることにより，その厳密下位施嬬化が変わるものは多いが，Sleep，
catchなどの次のような例がある。

ａ、Ｈｅｓ"/ｑｌ『theeffectsofthedrinking

hHeczzz(gﾉｸﾉ０〃quickly．
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●
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●
●
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ｏ
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Ｌ
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〃
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〃
夕
●
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■
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〃
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■
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●
●
■
口
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■
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□
■
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■
△

、
已
曰
■
〃

へ』皿）
（叩ニヱ』
タ
グ
Ⅱ
■
、 RubberwearswelL

RUbbero〃wearsleatherwhenusedfOrshoesoles・

RussiannovelssellwelL

Russiannovelso〃sellFrenchnovelsacrossthecountry・

Front-wheel-drivecarshandlewelL

FYont-wheel-drivecarso"thandleallothersinsnowconditions．

なぜかというと，OUt-は，通例，自動詞だけに付加できるからである｡６

Ｍａｒｙｏｚ`ﾉﾉﾋ2s〃John、

ＴｈｅｌａｍｐＭｓｈｉｌ０ｅｓｔｈｅｃａｎｄｌｅ，

Ｆｅｗｐｅｏｐｌｅｏ"‘g7ni〃theCheshirecat．

*Abiglumbeljackcan，ｔａｌｗａｙｓｏ"旅ﾉＭノ伽川"＆

*ＴｈｅＢｒｏｗｎｉｅｓｏ"t/b""ｃＭｂｅＣ〃Sbo"ｆＭ０伽伽zs",Ｗb""ｆ

*Extrovertso2`ﾒﾉｶﾞﾙﾋﾞ？珈加"e胸．

［Bresnan，1981：119,1982：169］

(27）ｉ）ａ．

ｂ、

Ｃ、

ｉｉＪａ

ｂ

Ｃ．

(27)i)のように自動詞にout-は付加されるが，（27)ii)のような他動詞には

この付加は許されない。つまり，この中間態という構文の述語は主語名詞句一

の自発的行為を示しているのであって，けっして他のものに影響を及ぼして

いるのではない｡またこの構文の述語は,主語の恒久的特質を表わすので,通

例，進行形と共起しないし，瞬時的副詞句とも整合しない。この構文に進行

形が現れている時は，主語の特性というより，ほとんど偶発的といってもよ

い外的な現象面が強調されているのである：さらに，一時的な目的を表わす

６本来γ他動詞であっても自動詞化されている用法には，接頭辞out-の付加が可能とな
る。

ｉ）ａ曰MarySpe"‘freely．
ｂ・ＭａｒｙｇＤ`essgscorrectly．
ｃ、Acenterfieldermust肋ｍｚｕｗｅｌＬ

ｉｉ）ａ・Ｍａｒｙｏ"ｊSPB”John．

ｂ・ＴｈｅＢｒｏｗｎｉｅｓｏ噸zcgsseatheGirlScoutsinthecontest．

ｃ・Amongballplayers,theextrovertso"肋”〃theintroverts，

iii）Ａｔａｌｌａｇｅｓ,Russianchildrencouldo"ﾉﾋｶzzzU,０"姉eﾉﾙａｎｄｏ"''12Ｕ２‘
theirAmericancounterparts．

［Bresnan,1981：119］

総称文との関連でいうと，ｉ)c,ｉｉ)c,iii)は法助動詞や一定の期間を表わす副詞句と共

起しているので総称的解釈が可能となる。

７中間態および次で扱う再帰態が主語の特性(prOperty)を表わす，というのは,次のパラフ
レーズ関係が示している。
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副詞句や節がこの構文に生じないことも予測される：

ｉ）ａ・Ｔｈｅｂｏｏｋｓｓｏ〃９"賊ＩＤＬ＝Ｔｈｅｂｏｏｋｓｓｏ脇勉e"Ｍｚﾉes．

ｂ・＝Ｉｔｗａｓ⑳Ｄｊ７１Ｚ`ｅｑ／ｓｏｍｅｑｕａｌｉｔｙｏｆｔｈｅｂｏｏｋｓｔｈａｔｔｈｅｙｗere

quicklydisposedof・

このことは，（ii)ａの単純形が形容詞に置き換えられるのに対し，進行形のｂではこれ

が許されない，ことと符合する。進行形は，通例，主語名詞句の一般的特性を表わしに
くい言語形式といえる。

ｉｉ）ａ，ＴｈｅｆａｓｈｉｏｎｉｎｌｏｖｅＳＰ”‘zc枕b）（＝ｗａｓpopular)．
ｂ・Ｔｈｅｆａｓｈｉｏｎｉｎｌｏｖｅた妙趣伽塘沁娩ｌｙ（≠waspopular)．

能動受動文の中に，(iii)のような,いわゆる能動分詞(ActiveParticiple)が含まれる

ことがある。この形式はすてに化石化し，現代英語ではほとんど用いられない，とよく

いわれるが，Buyssens(1979)などから集めた(iv)のような用例があることから，必ず

しもそうとばかり断定はできないものと思われる。（iv)はこの表現が，現代英語におい

ても，料理，日常的言い回し，専門的慣用語句の中に，かなり，なお頻繁に使用されて

いることを物語っている。

（iii）ａ、Ｔｈｅｈｏｕｓｅｊｓ６""Zﾒｶﾞ'０９（＝isbeingbuilt)．

ｂ・＝Theyarebuildingthehouse．

（iv）ａ・Thecoffee海勿OzzhiｸqgBThecakesα”肱ｊ，ｑｇＴｈｅｔｅａｉｓ６花"‐
ｚ昭Ｔｈｅｅｇｇｓａ形允ﾉﾉｸZgThecereaMscoo紬ｇ(now)．

ｂ・ＴｈｅｐｉａｎｏｈａｓｂｅｅｎａｌｏｎｇｔｉｍｅｍｅｎｄｉｎｇＴｈｅｗｅｅｋ，ｓｒｅｎｔ
ＺＳＯＺ(Ｍｇ

ｃ、Ｔｈｅbook血胸倣ｑｇＴｈｅｂｏｏｋ内（形)P伽ijlqg

この構文は，（v)が示すように，主語の特性を示さないものがあり，また，動作主を伴

っているものもあるので，本稿で扱っている中間態からは除外することにする６（vi)は

この構文の制約のひとつとして，副詞句との共起制限のあることを示す。

（v）ａ，Aresolutionz(ﾉﾋﾞzs/b”/昭ｉｎｈｉｓｍｉｎｄ
ｂ・Ｓｎｏｗメｓ６/Ｍﾉﾉﾘ､９（＝isbeingblown)．

、Adrunkenboyz(】zzsczz":yﾒﾀ0９（＝wasbeingcarried)ｂｙｏｕｒｃｏｎ‐
stable．

ｄ・ＩＭｓｓｔｉｌｌＰ此Zyj,qginBroadway．

ｅ・ＡｂｉｇｂａｔｔｌｅｍⅡＵｚｓｓﾉ､，聴幼
（vi）ａ、Thestring古（always）b11ezz虎惣（*tomorrow，＊thesedays)．

ｂ・Thepotatoesa形（*always）coohjl2g（*tomorrow,.*thesedays)．
ｃ・Ｔｈｉｓ（*pieceｏｆ,？kindｏｆ)materiaMs（*always）伽蝿itsheer

rthesedays)．

８主文が受動文であるとき，その目的を表す不定詞節の主語のＰＲＯの指示物は任意的で

ある。

（i）Ｔｈｅｂｏｏｋｓｗｅｒｅｓｏｌｄ[PROtohelptherefUgeesl

このＰＲＯの指示の任意性は，次の(ii)が示すように能動文においても可能であるが,，

自動詞構文においてはこれは許されない

Theydecreasestheprice【PROtOhelpthepoor]．(ii）ａ
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*RussiannovelSα花形czdi咽easily．
*Ｔｈｅｂｏｏｋｓｅｌｌｓｃｚノ肋ｅ沈0”"ム

Ｔｈｅｂｏｏｋ企Ｓｃ"jlqgWell（ａｔ肋ｅ”o”"/)．

Ｔｈｉｓｂｏｏｋ２ｓｓｅﾉﾉｶﾞ咽／ﾉﾘｂＢｈｏノazhgs．

［Bresnan，1981：110/310；1982：171］

(28）ａ．

ｂ、

Ｃ、

。．

総称文というのは，単一のその場限りの出来事ではなく，繰り返し行なわ

れる，あるいはその可能性のある行為に言及するのであるから，能格表現の

一種である中間態も総称的文脈を形成するといえよう。

総称文との類似性をもつこの構文の要因は，通例，表わされることのない

ｂｙ名詞句を強いて示すなら，「誰にてもあてはまる」というような内容を
●●●●●●●●

表わす構文なのて卿，「どの人にとっても」ほどの表現を補うことになろう。

このことからもこの構文が総称的文脈を形成していることは明らかである。

(29）ａ、Itpolisheseasily．

ｂ､＝Ａ"ｙ０"ｅｃｚｚ〃polishiteasily．

５．再帰態

中間態に相当する意味内容をもつ再帰態について？Fiengo(1980：５２)から

bThepricewasdecreased[ＰＲＯｔｏｈｅｌｐｔｈｅｐｏｏｒ]．

ｃ・戦Thepricedecreased[ＰＲＯｔｏｈｅｌｐｔｈｅｐｏｏｒ）

したがって，受身文は動作主名詞句の存在の有無にかかわらず，動作主的(agentive)て

あり，これと関連する構文はそうではない，とChomsky(1981：143,ｆn.６０)は述べて

いるが，この点について，本稿で扱っている中間態は，「動作主的ではない」構文とい

うことになる。が，このことは，総称文の中に目的節は，いっさい，生起しない，とい

うことを意味するものではない。

伽｛RHi1iXI:､．}．…tin…Mbが跡
gPoutsma(1926：156-7)には，再帰態が通常の受動構文に接近するのは，主語名詞句が

人を表わさないときてある，と述べられている。

（i）ａ・Ｓｂ?,ｚｅｓ伽ノ”,igss”〃CO"zﾉＧｙｅゴノＭｆｔｏｔｈｅｔｗｏｍｅｎｗｈｏｗｅｒｅ

ｗａｌｋｉｎｇｗｉｔｈＭｒｓ・Reffold

bMzwPo醜ねdHscoDeγﾒｶellZseJ"esuponwhichopinionhaschanged

duringthel9mdnths'durationofthestruggle
c、Givenstableinternationaltrade，〃惚岬ﾉDyllze》2tα"WheCzcC011qPzz．

y向ZgsocjZzノ的"此swillinlargemeasuresoﾉ2ﾉｅ腕e"zselDes.
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用例を借用しながら考察することにする。主語名詞句の総称性に注目してそ

の用例を分類すると，（30)(31)のようになる。（Fiengoは主語名詞句の総称

性という観点からの議論はしていないことに注意すべきである。）私は，こ

の再帰態と通常の再帰代名詞の強調と再帰という二つの用法とを強勢や意味

の観点から識別すべきことと，この再帰態と総称文との共有点を述べたい。

●
●
●
●
●
●
●

ａ
。
、
Ｃ
●
．
ｅ
ａ
・
ｂ

ｎ
ｕ
■
■
〃

も
Ⅱ
■
〃
夕

（血叩函）
『００一一

ｎコ『》
（》「）

〃
□
■
Ⅱ
、

〃
■
■
Ⅱ
、

Woolrugscleanthemselves、

Goodwoodwaxesitself

Foreigncarssellthemselves・

Simpleproblemssolvethemselves，

Acatcleansitself・

Thatclaytabletdeciphereditself

Thegearsonhisbicycleshiftthemselves．

再帰用法のときは，（32)が示すように強勢は再帰代名詞にはおかれない。他

方，強意用法の場合，（33)－(35)が示すように強勢が代名詞におかれ，また，

その再帰代名詞はそれと関係づけられる名詞句と同格的に並列することが可

能である。ただしい主語名詞句が再帰代名詞の先行名詞句であれば，その代

名詞は文頭・文中・文尾という副詞のよく生ずるどの位置にも生起できる。

[reflexiveuse］

[emphaticuse］

[emphaticuse］

[emphaticuse］

*Ｔｈｅｙｋｎｅｗ勉e擁6〃es．（ifnotcontrastive）

Ｔｈｅｙｋｎ６ｗ肋eがOSB〃es・

Ｊｏｈｎｄｉｄｉｔｈ伽耶
’

*Ｊｏｈｎｄｉｄｉｔﾉﾉｶﾞ緬e〃

JohnAzjｸﾜ0s〃ｄｉｄit、

Ｔｈｅｙメノbe"OsazﾉesfinishedthejOb，

Theyfinishedthejob肋eﾌﾟﾘCs肋Cs．

*Theyfinishedthej6b伽,OMz'Cs、
Ｉ，veneverbeentherel"〕Is6が

Ｉ，"〕1s〃haveneverbeenthere・

Ｉｈａｖｅｎｅｖｅｒｌ，!]Ⅱs〃beenthere

Ishowedlantheletter〃〃s躯

騏Ｉｓｈｏｗｅｄｍ〃ｔｈｅｌｅｔｔｅｒｈ伽躯

Ｉｓｈｏｗｅｄｍ〃〃伽〃theletter・

jllys躯Iwouldn'ｔｋｉｓｓｈｅｒ．

(32）ａ．

ｂ、

(33）ａ

ｂ．

(34）ａ．

ｂ・

(35）ａ．

ｂ

(36）ａ、

ｂ

Ｃ．

(37）ａ・

ｂ

Ｃ．

(38） [emphaticuse］

意味的観点からみると，主語名詞句と並列されている強調用法は，主語名詞

句で表わされている人が，ある意味で重要人物であるものとしで強調されて
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いる読みと，述語で示されている行為をひとりだけ(withoutaid)て行なっ

たという読みとで暖昧である。が，同じ強調用法でも当該代名詞がそれ以外

のところにあれば，それは副詞の読みしかない。他方，再帰用法には強意用

法の読みはなく，単純に主語名詞句と照応しているにすぎない。

ここで，我々が今ｉ問題としている中間態に相当する再帰態について考え

てみる。まず，強勢についてみると，強調用法と類をなす。

(39）ａ・Simpleproblemssolve勉ellzs6〃ｅｓｂ

ｂ．＊Simpleproblemss61ve仇ell0sC/"Cs．

意味的にも再帰態の代名詞は強調用法と同じく，withoutａｉｄという様態副

詞の読みをもつ。ただし，他の様態副詞とは共起しないことには注意すべき

である。

{麓菟…）
ﾑﾙellOse"eseUzsjlbハ

ezzsjlbM〃e"ＩＳＢ〃Ｂａ

(40）Foreigncarssell

(41）ａ．＊Foreigncarssell

b．＊Fbreigncarssell

しかし，この再帰態の代名詞は，移動の点で強調用法と異なり再帰用法に近

い。また当該代名詞の省略可能性の点でも再帰態の代名詞は再帰用法と同じ

く省略できない:ｏしたがって，以上のことから再帰態における代名詞は，強

調用法と再帰用法の中間的性格をもつということになろう。

（40)から再帰態と中間態との類似性は示されるが，再帰態の主語名詞句

は，中間態のそれと同じく真の動作主ではないことに注目すべきである。こ

の構文の主語名詞句に人物を表わす名詞句が生起しにくいことで証拠づけら

れよう81また,再帰態の述語は,主語名詞句が他の物に影響を及ぼす外延的

lodressやwashなどの再帰代名詞は,通例,省略可能であるとされているが,｢一人で」

着るという意を特に必要とするような文脈てはその省略ができない。したがって，一般

にいわれている程には，再帰動詞の再帰代名詞の省略は自由で窓意的ではない，と思わ

れる。

（i）Mother：Goupstairsimmediately,ａｎｄｗａｓｈ＊(yourself）

Daughter：Motherisdressing（??yourself)．

（ii）ａ．Ｈｏｗｌｏｎｇｄｏｅｓｉｔｔａｋｅｙｏｕｔｏｄｒｅｓｓ＊(yourself)？

ｂＪｉｍｉｓｎ'ｔｏｌｄｅｎｏｕｇｈｔｏｄｒｅｓｓ＊(himself)．

'1再帰代名詞化の先行名詞句は,有生名詞句であるという感情移入(Empathy)説などと本
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(extensional)意味を表わすのではなく，むしろ主語名詞句の特性を述べると

いう内包的(intensional)な読みを示す。総称文というものは,単一のその場

限りの出来事ではなく，繰り返し行なわれる，あるいはその可能性のある行

為に言及するのであるから）再帰態が総称的文脈を形成しやすいことはもは

や明瞭であろう。

以上，総称文になりやすい構文として中間態と再帰態を考察してきたが，

前に触れるところのあったtough構文との類似性にも注目されたい。つま

り，後者の叙述語の特徴をなす難易度を示す形容詞・名詞の類が，前者では

副詞として現れているのである。

一方，中間態と再帰態を再帰代名詞消去という変形を用いて関係づけるこ

とが考えられるが，かなり無理があるように思われる。基底構造と考えられ

る(41)が非文であることと，（42)のように副詞ではなく，形容詞が生起する

場合もあるからである。

(42）ａ．

ｂ、

Ｃ、

A1abastercutsverys碗００肋ａｎｄｅＺｚＳｊＬ

ＴｈｅｍｅａｔｃｕｔＭＵ,､レア(≠卿db?9(y)．

Ｍｒ，HowardamuseseUzSj&

6．時制・相

現在時制は，ある特定時に言及する必要はなく，一般的真理や主語名詞句

の生来の傾向・気質，あるいは習性・習慣など規則的に行なわれる行為など

を表わす。つまり，現在時制は不定的時制といってよく，総称文が，通例，

単純現在時制と共起することから，これが総称主語名詞句の指示的不透明さ

を引き起こす総称的文脈を形成する大きな要因のひとつであることは，疑

いない。が，ここでは，少なくとも表面的には，それが総称文であること

の絶対的要件ではないことを指摘する。

例えば，（43)ａのように，たとえ現在時制であっても，語用論的にいう

と，青いトマトも存在するので，トマト全般というより特定のトマトに言及

稿で考察した再帰態で用いられる再帰代名詞の先行名詞句が非有生的であることは,一

見，衝突しそうであるが，再帰態が能格表現の一種であることを考慮に入れると，この

矛盾は解消されるように思われる。自動詞表現であるということは当然主語名詞句が自

立的であることを意味し，その意味でこのような主語名詞句にはある種の擬人化が起っ

ていると考えられるからである。
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する読みが優先する。が，これに適切な修飾節が加わると，（43)ｂのような

一種の定義文となり総称的になる。このｗｈｅｎ節は，制限的関係詞節や条件

節でパラフレーズできることからもわかるように，主語名詞句の総称性を高

めている。ちなみに，この時の定冠詞は，特定的ではなくγ後方照応的で，

いわゆる限定的な(attributive)用法である。

(43）ａ.＃Ｔｈｅｔｏｍａｔｏｉｓｒｅｄ

ｂ・Ｔｈｅｔｏｍａｔｏｉｓｒｅｄｗｈｅｎｒｉｐｅ

ｃ・Ａｍａｃｈｉｎｅｂｅｃｏｍｅｓｒｕｓｔｙｗｈｅｎｉｔｉｓｎｏtlongused．

動詞の中には，状態・非状態で暖昧なものがあるが，総称文に生起しやす

いのは，状態を表わす単純現在時制がもっともよく生起する。しかし，過去

時制であっても，適切な一定の期間を表わす副詞句(節)が付加されると，総

称的読みが優先してくる。（44)ａが示すように，副詞句による期間が明示さ

れていなければ，ａｄｏｇという名詞句は，過去の文脈では総称名詞句になり

にくい。

また，dinosaurという名詞句であれば,ｂ,ｃのように，総称・非総称とで

暖昧である。これには，名詞句の記述内容の一般性とその指示物がもつ歴史

的事実とが関係してくる。しかし，これらの文脈に，かなりの幅のある時間

を表わす副詞句(節)が添えられると，（44)ｄ,ｅのように，総称的読みが優先

してくる。

Ａｄｏｇｊｓ/＃zu(ｚｓａｐｅｔ、

Adinosauraねtheleavesofthetalltrees.（ambiguous）

Dinosaursa蛇ｋｅｌｐ

Ａｄｏｇｚ(】ｄｚｓａｐｅｔノ〃α"伽"ノノノゾooesm0・

Ａｂｏｏｋ２(』czsarareandvaluablepossession6g/b”肋ｅ醜"〃われｑ／伽

，珈励８９’'１２ss、

●
●
０
０
●

（
（
］
。
｜
屍
叩
】
（
ロ
）
。
『
叩
】
（
芦
）

■
■
■
■
夕

△几」○
ロロェニＣ
Ｄ
■
■
■
、

ここで重要なことは，過去時制で総称的になりうる場合にも，現在への含み

がある，ということである。（44)。では，ｔｏｏの存在により，「今もそうで

あるが，昔もまた」，というように現在の状況を前提としていることが了解

される。（44)ｅでは，同様のことが，before節によって窺い知れる。（45）
●．●

も，ドードー鳥はう現在，絶滅しているが，昔はちゃんと存在していた，と

いう一種の歴史的事実を表わしており，やはり肱現在への関与がみられる。
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(45）ａ・Ａｄｏｄｏ胸ｅｄｏｎｆｉｓｈ.（＝ＡｄｏｄｏｉｓｎｏｌｏｎｇｅｒｔｏｂｅｆＯｕｎｄ.）

ｂ、 hesailorouuzM,"‘ｑ／adodo'ｓｅｇｇ

進行相は，個別主語と共起する時，非総称の読みをもつのが普通である

が，大きな幅のゆったりとした時間の枠の中てはｊ期間を示す副詞表現の代

用をするので，総称の読みを生みだすことがある。

(46）Ｔﾙe/ｄ/*α/*α，Zy6ezzDeγ(s）isareincreasinginnumber．

以上，総称的文脈を形成する単純現在時制以外のいくつかの例を観察し，そ

の要因を考えた。

7．結 語

本稿は「総称文」の定義を試みたものである。そのために，まず総称名詞

句の特質を明らかにし，ついて，トピックを示す，文頭に着目し，さらに，

中間態．再帰態・tough構文と関係づけながら総称的文脈というものを考察

した。名詞句自体は，総称・非総称に関し，言語的には暖昧なので，総称文

の決定は語用論の問題であることを指摘して本稿を閉じたい。
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福沢 情5４

NotesonGenericSentences

KiyoshiFuKuzAwA

Inthispaperlwillconsidefthestaｔｕｓｏｆｓｏ･calledgenericsentences(here‐

after,ＧＳＳ)inthesystemofEnglishgrammar，StrangelyenoUgh,ｔｈｅdefinition

ofthistypeofsentencecannotbefoundintheliterature，Ｔｏｄｅｆｉｎｅｉｔ，Ifirst

examinethepropertiesofthegenencnounphraseS（hereafter，NPS)．These

NPsareinherently-kｎｏｗｎｉｔｅｍｓｉｎｓｅｍａｎｔｉｃｓａｎｄｓｈｏｗｏｌｄinformationin

functionalstructureTherefore,theyoftenoccuratthesentence-initialposition、
G

Butthisdoesnotilnplythattheydonotappearatthenon-sUbjectposition

syntactically，ａｓｓｈｏｗｎｉｎｅｘａｍｐｌｅ(1)：

（１）ＪｏｈｎｉＳｗｒｉｔｉｎｇａｎａｒｔｉｃｌｅｏｎ鮒ｅ６“"〃

Thesentence-initial・positionnormallyshowsTOpjborT〃Clｿﾞﾉeintherelevant

sentenceThus,objectNPs,fOrexample,whichusuallyshownon-universality，

canbegenericoncetheyaremovedsentence-initiallyr

（２）ａ、Robinsbuild〃８sな ［-universan

b．Ｂｾuzz）e7Qspeopleseldomeatd．［＋universal］

NotefurtherthattheindividualmembersconstitutingthegenericNPSare

non-specific（i・ereferentiallyopaque)ｉｎｓｐｉｔｅｏｆｔｈｅｆａｃｔｔｈａｔｔｈｅｙａｒｅｄｅｆinite

inthemselves・Thisfactdemonstratesthenon-genericityofthefollowingsen‐

tences：

（３）ａ・Ｔｈｅｓ"〃ｒｉｓｅｓｉｎｔｈｅｅａｓｔ．

ｂ、Ｔ〃ｅＯﾉh勿尺雌γflowsintotheMississippi．
ｃ，庇011ZestandsontheRiverTiber，

Exampleslike(4)arealsonon-genericbecausethesubjectNPsarenon-generic：
（４）ａ．〃('６ｊ肱ｓｗｉｍ・

ｂＳｂ”ｅね""fs6zzﾉﾉsservebetterthanothers，

ItfollowsthatGSsshouldhavegenericsubjectNPs,andtheirpredicatephrases

mustshowthegeneralpropertiesofthesesubjectNPSAssuchsentencetypes，

weexamined伽北北〃0“'１６/?‘】『伽ひ02“ａｎｄね嗽constructionindetaiL

（５）ｉ）ａ・GzzssgrowswelL

b．ＰﾋﾞﾜＺｅｓａｗｓｗｅｌｌ．

ｉi）ａ、Woolrugsclean肋ellose/zﾉCs

ｂ，Foreigncarssell肋e"ISC/DBS，

iii）ＡｎｅｌｅｐｈａｎｔｗｏｕｌｄｂｅａｚＳｙｔｏｋｉｌｌｄｗithagunlikethat，

Theseconstructionscanbegenericbecausetheyshowthepropertiesofthe

subjectNPs・IsuggestthatGSsmaydependonpragmaticalfactorsbecause

ofthesubjectNPs'ambiguitywithgenericity．


	標題
	０．はじめに
	1．トピック性
	２．総称的文脈
	3．叙述形容詞一tough構文など－
	4．中間態(MMdleVoice）
	５．再帰態
	6．時制・相
	7．結語



